
キーワード

この動画の活用に当たって

動画はこちら

動画の流れ
気付かせたいことの目安

★（小１～３） ★★（小４～６） ★★★（中１～高３）

□ 補足・解説
◆ StepUp アクティビティ

動画教材解説シート No.

 書籍検索の端末を利用すること
で，必要な本を探すこともできます。

 勝手に撮影するのは
いけない。

 窃盗や万引きと同じ
だ。

 購入していない本の
写真を撮るのはいけ
ない。

 著作物を無断で複
製してはいけない。

 カメラで撮影ができる場所はどこ
だろう？考えてみよう。（例：学校の
図書室，街の図書館，書店，友達
の家で友達の本…など）

 「デジタル万引き」という言葉があ
るほど書店の迷惑になる行為と言
えます。

 友達に本の写真を
送ってはいけない。

 写真を送るのではな
く，書籍名を伝えた
り見付けた書店を教
えればよい。

 私的使用のための
複製から逸脱した行
為である。

 自分が私的に楽しむ範囲で，使用
する本人が著作物を複製すること
は問題ありません。しかし，コピー
ガードや，ダウンロードなど複製を
禁じている例外もあります。

 私的使用の範囲で複製したもの
を他者に提供してはいけません。

手書きメモやプリントを写真で
記録することは，正確に情報を
残す上でも有効な方法であり，
一般的に行われているのでは
ないでしょうか。しかし，雑誌や
書籍などの著作物を写真で記
録することは，著作権を侵害す
る可能性があります。また，記録
した写真を他人に渡す目的で
複製することは，著作者の複製
権を侵害することになります。著
作権や私的使用の範囲などに
ついては，文化庁のWebサイト
で詳しく説明しているのでぜひ
ご覧ください。

＃公共性
＃著作権
＃カメラ機能

B02

スイーツについ
てＡさんとＢさん
が話をしている。
Ａさんが本屋で
レシピを探してく
ることになる。

本屋で立ち読
みしながら，必
要なスイーツの
レシピを探して
いる。

見付けたレシ
ピをカメラ機能
で撮影している。

撮影した本を
購入せず，本棚
に戻している。

撮影したレシピ
のデータをメッ
セージアプリで
Ｂさんに送信し
ている。


